
 11月26日の11時から15時、古賀区農村

広場で子どもの遊び場基本構想づくりの実

証実験として「広川チルドレンズパーク

２」を開催しました。２００人近い親子が

遊びに来てくれました。パンやおにぎりの

軽食コーナーもあって、たくさんの親子が

一日ゆっくり遊んでくれました。子どもた

ちの笑顔や笑い声がいっぱいで、ぜひまた

開催して欲しいという声が多数ありました。 

 

11/26、古賀区農村広場が 
子どもたちの笑顔でいっぱいに！ 
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 前日の準備から当日運営まで、委員、住民、

協力団体、町職員が協働しました。 

 滑り台の基礎になるトラックや保育園の入

口のアーチを貸していただいたり、滑り台用

の竹を提供していただいたり、ポン菓子・綿

菓子・ふかし芋を作っていただいたり、コ

ロッケやコーヒーを販売してもらったり、た

くさんの皆さんにご協力いただきました。 

 広川町の子どもたちに喜んでもらえたらと

いうみなさんの温かい気持ちは子どもたちの 

胸に楽しい思い出として刻まれたに違いあり

ません。会場でのアンケートでは「今日は楽

しかった」「ほっとできる場所だ」「広川町

に住んで良かった」いうパパやママがたくさ

んいました。 

 最後にみんなで紙ふうせんを飛ばしました

が、子どもたちの笑顔はスタッフの疲れを癒

して、チルドレンズパーク全体がハッピーな

気分に包まれました。子どもの遊び場は子ど

もの生きる力を育むだけでなく、大人の生き

る力も育む場所ではないでしょうか！ 

 



子ども達を遊具で遊ばせるだけでなく、人と自然に触れあいながら遊ぶことができるよう自然を生かした遊び・アート体験・コミュニケーションできる遊びのコーナーを作りました。 


